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宗教者災害救援マップの構築過程と今後の課題 
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Constructing a Map of Disaster Relief by Religious People 
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震災発生から 2 日後の 2011 年 3月 13日、稲場は、「宗教と社会」学会「宗
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や Twitter といった即時性の高いサービスを使って発信されていた［稲場 
2013］。こうした状況を把握していた世話人たちから賛同が集まり、「宗教
者災害救援ネットワーク」のページが開かれた(1)。 



































































































































2013年 1月 25日現在のデータ登録件数は、2,449 件（被災 1,781、救援拠




























宗援連の第 1回情報交換会（2011年 4 月 24日）では、千葉県松戸市の浄
土宗東漸寺が避難者を受け入れた例を、住職の鈴木悦朗氏が報告したが、
そこで明らかになったのは、日頃からの地域住民とのつながりや行政との
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ド大学で行われた国際会議 Opportunities and Challenges of Participatory 
Digital Archives: Lessons from March 11, 2011 Great East Japan Disaster(3)への招


























































(3) 各セッションのタイトルと報告者は以下の通り。Session 1: The Japan Disaster 
Archive (Moderator: Andrew Gordon): Andrew Gordon (Harvard University), Jesse 
Shapins (Zeega.com), Ben Lewis (Harvard Center for Geographic Analysis), Kristine 
Hanna and Lori Donovan (Internet Archive). Session 2: Major Archiving Projects in 
Japan (Moderator: Molly Des Jardin): 柴山明寛（東北大学）、白石啓（国立国会図
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書館）、坂田邦子（東北大学）、菊池尚人（慶應義塾大学）、黒崎浩行（國學院大
學）。Session 3: Reports from Archive Users (Moderator: Nick Kapur): Donald Clark 
(Trinity University)、佐藤有理（アメリカ・カナダ大学連合日本研究センター）、
西村恵子 (Duke University)、岩崎康彦（NHK）。Session 4: Prospects for Participatory 
Archives of Major World Events (Moderator: Jesse Shapins): Yasmin Elayat 
(18DaysInEgypt), Jeffrey Schnapp (Harvard University), Yoh Kawano (UCLA), Vivek 
Vald (MIT). 
(4) 関連して、Workshop: New Directions in the Study of Japanese Religion, Research 






(5) 国際会議 Opportunities and Challenges of Participatory Digital Archives: Lessons 
from March 11, 2011 Great East Japan Disaster, Harvard University, 2013 年 1月 24・
25日。日本でのデジタルアーカイブの取り組みとしては「みちのく震録伝」（東
北大学）、「東日本大震災アーカイブ（開発版）」（国立国会図書館）、「311 まる
ごとアーカイブス」、「3 がつ 11 にちをわすれないためにセンター」（せんだい
メディアテーク）、「NHK 東日本大震災アーカイブス 証言 web ドキュメント」
（NHK）が紹介された。ライシャワー日本研究所の 2011 年東日本大震災デジ
タルアーカイブではこのほかに saveMLAK、Yahoo! Japan、Internet Archive、
Archive-It、metaLAB (at) Harvard、Center for Geographic Analysis, Harvard 
University、Library of Congress とも協力関係を結んでいる。 
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